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業開始後 3～ 4週目の時期に， 1年生の大部分を主な対象として「オンライン授業に関するアンケート」を
行った．アンケートは， 1）受講者の物理的状況や授業の受講環境， 2）学生のITスキル， 3）オンライ

























































アンケートには，2020年 5 月11日から 1週間の間に
極力回答することが推奨されたが，前期終了まで回答
可能な状態が維持された．















































































































































































































































































































こ B で は
言  
急学

















































































































































































年度入学者を対象に開始された BYOD 用ノート PC
では，web カメラ，及びイヤホンマイクが必須スペッ
クに指定されているため，これらの実際の所有率はノ












































































































































































































































































































































































































































































































































































図 5．1 週間で授業時間を含むオンライン授業に関連した学修に費やした時間の分布 
図 6．一コマあたりの学修時間の分布 
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まず，図 5と表 5の 1行目を確認すると， 1週間に
25時間から30時間程度学修している学生が多いことが
確認できよう．
次に，図 6は 1コマあたりの 1週間の学修時間の分
布に関して， 0から 1時間までは，0.1時間刻み，そ
れ以降は0.5時間刻みで示したものである．この図と
































































5 5 1 を確認すると，1 週間に
30 時間程度学修している学
が確認できよう． 
 図 6 は 1 コマあたりの 1 週間の学修時間の分
して，0 から 1 時間までは，0.1 時間刻み，それ
以降は 0.5 時間刻みで示したものである．この図と表























範囲に全体の約 16.9％にあたる 332 人が分布してい
ることが分かる．一方で，基礎ゼミに関して，学修予
定時間を1時間未満と回答した学生は， .

































【1コマあたり】同上 1.7 1.6 1.5








































































































































談したい .622** .305** .441** .341**
教科書の入手に関して誰
かに相談したい
.310** .775** .343** .267**
オンライン授業を受講す
るための技術的な部分に
ついて誰かに相談したい .449** .287** .842** .352**
オンライン授業の内容に
ついて誰かに相談したい
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**は 1% 水準で有意 (両側) 
表 8．肉体的 関
─  13  ─


















































































































































**は 1% 水準で有意 (両側) 
表10 防の相関



















































































































































































































研究の限界 してあらかじめ述べ おきたい． 

















に対する回答は 5 段階であり，中間値である 3 を選択
している回答者が少なくないことから，各設問に対し
て 4，または 5 と回答した学生をその学習観における




できる．   










































































東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 7 号 2021 
図 11．学習観を組み合わせた各群の人数 
 







































(F(7, 1956)=2.743, p<.001)の 4 項目に対する認識にお
いて，群間で有意差が見られた． 
 図 12～15 には，各項目における各群の平均値を示
した．これらの図の中で線によって結ばれている群は，
Tukey の HSD 法(5％水準)による多重比較で有意差
が見られたペアを表している． 
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「 志向」と「方略志向」の 2 つの学習観を重視す
















イン授業は精神的に疲れる」 (F(7, 1956)=2.814,  
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示す Log ikelih od と Perplexity の絶対
値が，とも 30 トピック
であることを確認した上で，30 トピックを抽出した． 
 表 11 には，抽出された，30 種類の各トピックを構

























































































































示す指標である Log Likelihood と Perplexity の絶対
値が，ともほぼ最小になるトピック数が 30 トピック
であることを確認した上で，30 トピックを抽出した． 
 表 11 には，抽出された，30 種類の各トピックを構


































































































































東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 7 号 2021 
れることもあり得る．こうした点は自動的な処理の限
界といえよう． 
 表 11 に示したトピックのラベルが妥当であったか
どうかに関しては，トピックの命名を行った筆者以外






































ルについての希望 1」(5)であった． 2020 年前期の全
学教育では，LMS(Learning Management System)と
して，東北大学が独自に開発した ISTU(Internet 
School for Tohoku University)と Google 社の G Suite 




















































































































































































































3.9 6 51 44
27 特になし 3.8 5 52 37
29 課題提出について 4.1 6 36 31
6 情報の分散や情報システム、もしくは
図書館について
3.2 4 48 27
24 対応の要望や対応に対する感謝 4.1 6 31 27
28 授業に対する要望 3.9 6 31 27




3.2 4 39 22




3.1 4 26 15
9 LMSやツールについての希望2 3.4 4 24 14
18 オンラインについて(○○的という表
現を含む場合が多い)
3.5 4 22 13




2.9 3 28 12
15 オンラインで行うことについて 3.9 5 16 11
1 環境について 3.5 3 20 9
2 人について 2.7 3 22 9




2.9 2 28 8
19 内容の理解について 3.2 4 14 8




3.0 2 29 8





3.2 3 12 5
7 わかりやすさについて 3.1 3 11 5
20 「時間」が関わる話題 2.9 3 9 4




2.9 2 15 4
11 課題について 2.3 2 10 3
表12．各トピックの妥当性と推定件数
─  19  ─
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PCでキーボードを使った文字入力 4.05 0.94 4 5
スマートフォンでの文字入力 4.66 0.64 5 5
PCでWord等のワープロソフトを用いた文書作成 3.63 0.98 4 4
PCでExcel等の表計算ソフトを用いたデータの集計やグラ
フ作成 2.70 1.06 3 3
PCでブラウザを用いたwebページの閲覧 4.61 0.67 5 5
スマートフォンでのwebページの閲覧 4.71 0.60 5 5
PCでのビデオ通話 4.19 0.97 4 5
スマートフォンでのビデオ通話 4.29 0.95 5 5
PC上でファイルやフォルダを別の場所に複製、移動させる
操作 3.81 1.12 4 5
あなたはPCをどの程度使いこなすことができていると思い
ますか 2.99 0.85 3 3
あなたはスマートフォンをどの程度使いこなすことができ
ていると思いますか 3.84 0.76 4 4
あなたが今期履修登録を行った、授業科目の数(コマ数)を
教えてください 15.79 3.13 15 14
あなたが履修した授業の中で、主にMeetやZoomを用いる双
方向型の授業は何科目(何コマ)ありますか 2.64 2.03 2 2
あなたが履修した授業の中で、主に映像と音声の録画を用
いるオンデマンド型のオンライン授業は何科目(何コマ)あ
りますか? 11.84 3.61 12 12
あなたが履修した授業の中で、主に講義資料の掲載による
オンライン授業は何科目(何コマ)ありますか? 2.71 4.43 1 1
あなたが今学期履修登録している授業科目は，全部で何単
位分になりますか？ 25.33 3.88 24 24
あなたは現在1週間にどの程度の時間を履修しているオン
ライン授業に関連した学修に費やしていますか(双方向の授
業時間や動画の視聴時間も含む)(選択肢の単位:時間) 26.12 13.57 25 30
あなたはこの授業の学修に1週間あたりどの程度の時間を
費やす予定ですか(選択肢の単位:時間) 3.15 3.59 2 2
学習がうまくいくかどうかは、人や物を含めた周囲の環境
によって決まる 3.91 0.90 4 4
学習がうまくいくかどうかは、どのように学習の仕方を工
夫するかによって決まる 4.38 0.71 4 5
学習がうまくいくかどうかは、学習の量や学習に費やす時
間が多いかどうかによって決まる 3.40 1.07 4 4
授業の履修に関する制度的な面について問題を抱えている 2.19 1.06 2 2
授業の履修に関する制度的な面について誰かに相談したい 2.36 1.20 2 1
教科書の入手に関して問題を抱えている 2.30 1.36 2 1
教科書の入手に関して誰かに相談したい 2.00 1.22 2 1
オンライン授業を受講するための技術的な部分に問題を抱
えている 2.10 1.12 2 1
オンライン授業を受講するための技術的な部分について誰
かに相談したい 1.98 1.12 2 1
内容について行けないオンライン授業がある 2.61 1.19 2 2
オンライン授業の内容について誰かに相談したい 2.75 1.34 3 1
オンライン授業は目の疲労や肩こりなどで肉体的に疲れる 3.54 1.35 4 4
オンライン授業は精神的に疲れる 3.35 1.37 4 4
オンライン授業は楽しい 2.73 1.08 3 3
授業「内」で他の学生とチャット等を使い文字で交流する
機会が十分にある 1.87 0.93 2 1
授業「内」で他の学生とチャット等を使い文字で交流する
機会を増やして欲しい 2.90 1.22 3 3
授業「内」で他の学生とビデオ通話等をつかい映像・音声
を通して交流する機会が十分にある 1.93 0.97 2 1
授業「内」で他の学生とビデオ通話等をつかい映像・音声
を通して交流する機会を増やして欲しい 2.71 1.27 3 3
授業「外」で他の学生とチャット等を使い文字で交流する
機会が十分にある 2.77 1.34 3 1
授業「外」で他の学生とチャット等を使い文字で交流する
機会を大学に用意して欲しい 2.65 1.27 3 3
授業「外」で他の学生とビデオ通話等をつかい映像・音声
を通して交流する機会が十分にある 2.51 1.30 2 1
授業「外」で他の学生とビデオ通話等をつかい映像・音声
を通して交流する機会を大学に用意して欲しい 2.61 1.28 3 3
資料 2．数値で回答される設問の平均値，
標準偏差，中央値，最頻値 
資料 1．数値で回答される設問の平均値，
差，中央値，最頻値
